
os 通 信

之れが倉敷天交峯よりの第一報である・

倉敷へtt，待ちに待つt：三十ニセンチの

大反射鏡が去る十月九日に到蒲し，翌十

日にに山本博士号立ち合ひの下t：，ピリ

あへす・筆写研究所の中のM義室内に組
み立てられナ．・ついで・十月下旬からに

天田峯設立豫定の敷地の手入れピ，魏測

室の設計が始めら拓十一月上旬にに，

既に氣持ちの好い観測室の大凡その形が

出來上っt：．そこで十一月十四日には，

いよいよ．反射鏡のηしである中村影回

が京都から倉敷に乗り込み，原氏の御宅

の客ぜt
つtlま・1：1：1・∵：’∫ll．詠層徳酒

か，薪聞寵者，近所の人々なごが入り交

り，立ち交り，やって來ナ：・いよいよ写
歴の午後三ee［：　tt，岡山市其の他の土塘

土塩から，縣世事代理・P高等學校長其の

飽の知名の士が式場に珊回し．約二百の

來倉者が雄ての席々埋めナ：・

　式it水野主事の司會で始められ・其の
プログラムtt

1開會畔　　　　　　　水野千里氏
2　倉敷天凝立設立の由來
　　　　　　　　　　　水野千里氏　　　　　　　　　圭事

3　式　辞　　　名春二二　原　二巴氏
4　親　辟　　岡山縣知事代理，學務課長

5紀念講演「天工t望蓮鏡」
　　　　　　　　　■長　山本一清氏

6閉鱒

爾後毎日

號測室に

出かけて

据え付け

に取りか

sつ7：・
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い間，使
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落成しt：倉敷天丈裏の假観測室

村氏は意外の時日々費されナこが，十八日

になって，遽に望遠鏡全割の据へ付けが
終つナこ．

　十一月二十日には京都から山本博士e

竹田理學士が倉敷へ潤いナニ・そして，創

立式准愈々「明日」にひかへi：其の日の

夜から，天華肇の経縁甲の親切が始めら

れ7：．器械に幽京都大筆から蓮ば
れ1二天観測緯儀言時辰儀ミであって・爾

ほ，東京から無線報時々受けるナこめに，

三つの眞聯珠な持つナニラヂナ槻が持峯さ
れナこ・

　二十一日の創立式の日は．朝早くから

天文盗附近に人々がざわっいアニ．準備に

忙しい甕員t：ちの外に，大工，電燈工夫

ペンキ屋なごが未だ働いて居ナこ．其のほ

　　　　水野千里氏
　　　　　であっナニ

・一@、／　式1工午後
　’1’・●i　五時4｝に

　　　　　綾リ，來

　　　　　半者一同

　　　　　は妃念品

　　　　　ぜ　して
　　　　　　「簡易星

　　　　　輝々一・

　　　　　枚つつ醜

　　　　　布dられ
　　　　　ナ：．

　　　　　　式が経
　　　　　つて後．

　　　　　氣の早い

　　　　　人々に直
　　　　　ち（：観測

室に馳け込んで木星なご々見始めナこが，

多数の人41t夕食のナこめ一且引｛｝上げ

7：・中に，特別招待の約三十人だけに別

室［：於いて折詰の開門が饗eられ，二二

の挨拶があっナこ・

　午後七時な待ちきれ電いで，再び多数

の人々に寄dて來ナ：．薪天文峯の中でに

　32センチ大望遠鏡々　　中村　要氏が

　8センチの屈折融々　　　宮原　節氏が

　今一叢の8センチ）5e　　水野千里氏が

　又，7センチ屈折群々　　奥田　毅氏が

澹評して，人々に，火星，木星，月等）5e

見dナニ・午後六時牛から，殆んご十時邊

ぎまで．前後四時間にもわたる間，人e

it交代して天短た見ナニ・纏趾幾人の人が

來観し★か？それに誰も知らない・或
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ろ人に，それが「三百人ぐらゐ」亡言ふ。

又或る人に「少なくSも三百五十人為降

るまい」S言ふ．叉別の人lt「婚んご四

百人に軽しすこだらう」亡見積つナこ・いつ

れにしても，此の，人口二三に足りない

小さい町に，これだけの人が天禮た見て

樂んだ亡いふこ書に，空前のこSであっ
ずこ・一天氣も良かっナこ．特に此の日（t

i書の間から空に一片の雲も浮ばない好天

氣で，おまけに，書の微風が夜［：［t全く

無風定なつナ；・あらC9る黒占に於いて倉敷

天文墓iの活躍の第一日t！nt功であった．

　庇の公開の日，山本，竹田爾氏に，群

集のざわつきに幡されながら，経緯度の

麹測な歩んだ・

　翌i二十二日it空模様が悪かつナニ・山本

博士に午後に岡山の第六高等學校へ講演

’1：行かれ7こが，六型倉敷の原口宅へ録

ちれ六暗に［ち既に雨が降ってゐナこ．そ

れで中村氏等も，こうするこSも出來す

脾肉な抱いて，室内に維凝しナこり，讃書

し7：りしプr・しかし，竹田氏だけit午後

九時の無線報時な聞く7こめ，天文皇へ行
かれナこ・

　二十三日ば日青れ模様ミなつ7こ．　中村氏

は午前中から，天文豪に出かけて，大望

蓮鏡の自働装置の据付けなやってゐられ

7；・山本竹田両氏ば此の日，日没後，

又・石の聖の上に経緯儀を持ち出して，

・経度ご緯度tの糊測な・Pられ7こ．しかし

．此の夜十時四卜幾分の汽車で，爾氏ば京

都へ麟られる筈であっナゴこめ，鶴測に十

時ちょうごで切り上げられすご・

　中村氏ほ一日照れて，；十四日の夕刻

に京都へ昂られtこ．
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◎入月十九口水野幹事ば墓北測候所な

信 69

訪ひ，四時望富戸で太陽の黒直な襯通し
子午儀な塗観され7こ・

　◎八月二十一日基隆出帆の吉野丸で，

水野幹事父子ば蹄途に就き，二十三日門

司（：上陸，二十四，五日1工北九州な一瞥

し，二十六日ば山口縣徳山mr［：開脚中

の，地理講習會場に山本博士，中村要式

氏た訪ひ，倉敷天守皇について諸種の打

合ぜたなし，夜分科外講演電して「天文

放鶴里」潜試み二十七日麟岡されナこ・

　◎九月四日に岡山市立商業講座，六日

に關西中學校，十一日　［t再び岡山市立商

業學校，十九日に支部例會，二十六日匡

地理談話會で，水野幹事tt「天丈族凄腕」

潜しすこ

　◎九月十一日宮原幹事宅で「天界研究

會1

　◎九月十三日玉井市商教尊宅，十入日

支部，二十二日村井前市商校長宅，二十

入日服部杢三郎践宅，二十九口市螢住宅

で，天膿観測會が催され，何れも水野幹
事が指導しナこ．（水野千里）

　　　　　　下關楽部報告

　◎入月二十九日山本博士天丈講演會

　山本博士中村要氏の御二人が徳山町山

口耳教育平等催の講脅會に御西下の好機

か捉え講演観測會な開催，暑中に拘らす

素晴しい盛會を見まし7二，會の経過下の
通りです・

　入事ご十九日置下鮎商業會議所ホーッ

で關門日々新聞肚後援にて開催集る者男

女約600名絵何れも知識慾に燃ゆう熱心

家で開會前面に満員の盛i況で然も衙來揚

者絶へす隣室な使用する等の混維奄呈し

まけこ・山本，中村爾先生匡5時40分目

關騨着，録々休憩：の暇もなく，7時に臨

烏口並立部長の紹介で登壇『星の光に人

間が使ってみる光よりもズツト小さいも

のであります，だがその輝きにば何εな

く人間た引つける魅力）5eS＃つてねます叫

…』亡詩人の如く美しい詞で語り初め人

間亡天丈焼亡の關係，天文學の歴史な山

々定述べ哲學者の響き態度で宇宙観な説

き科學者Sしての辛辣な言句で迷僑的天
文學を斥け，es［：敬皮な語調で『我々匡

永久の旅行者である地球ε云ふ大きい乗

合船に乗って宇宙の果から果へ渡り行く

族行者である』定聰衆為宗教的感傷に誘
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って上野ナこらしめ約二時間に亙る長講中

暑さを萱iしめす艀かに説き進めて紳秘の

扉為開毫聴衆の魂な浩然驚異の世界に浸

らしめ途中一人の退場者もなく魏1衆な法

溌境において降壇，次で申村勲等火星に

ついて一時間專門的に旧きあかして火星

に呈する迷信的蒙なひらいて閉會，會後

嗣：墓で3吋望耳鏡3墓iで木星の衛星を一

般に観測さぜ11時散會，關門日々新聞ば

翌日夕刊三面初頭に三段抜の罰事ε講演

十手測の爲眞た褐載，術翌日より山本博

士の講演要旨々蓮属する事呼野tして（t

嘗って科學論演に於て是程のセンセーシ

ョンhekEしナここ書ば最1初であります．伺

今月宋會員足立氏の自作8吋反射鏡な中

心ピして天膿観測倉な催す豫電でず．

　　　　　　高松学部報告

　本年の火星接近につきまして高松支部

でも十月二十七目に襯測の筈でしすこが丁

度曇天で不可能でしナこ故二十九日夜い7；

しまし7：・

　そして約五十名の槻測者があvJ同夜i［

支部内で天艦爲眞なんか見d大分にぎや
かでありましすご．

　さて其寸時小生香川新報に火星の話S

題して二日間だしまし7こ甚つまらない事

柄を書いカのでしナこが諾了か見て又干瓢

に参つ7こ者もありましナこ・（田中朝夫）

　　　　　　紀伊麦部報告

　火星接近fP特牛に左の如く績け様に五

回の観測會た開き同好會の宣傳をやりま
し7：・

第一回　十月号十三日　（鳥屋城佼庭）

主tして火星水星の麟望　來王者川敷名
第二回　十月三十日　（同右）

脚下　　　　　　　　　　日野者醜名
第三回　十一月一日　（同右）

同罪　　　　　　　　　　來尊者五輪
第四回　十一月十三日　（自宅）

曇天，わっかに火星た見る　來會者画名

第五回　　一月二十日　（同右）

火星，木星，月・二重星　　來會四六名

望蓮鏡は口径五十粍のものなれご一〇〇

倍［：て火星の大シチ，レスな見得，來會者

1二大満足為與へまし7：・

　この結果薪會員籔：名准得，更に相互に

唖

聾習気な約し大門展の見込奄得まし7こ事

為喜んで下さい・猫庇二二會二二何れも

非常に熱心です・（十一月二十三日小帯
孝二耶）

　　　　　　南満支部通信

　血餅の冬の空もいよいよ肚麗です，西

岡：先生が奉天［tPtられ7：ので不肯私が大

蓮：支部幹事の榮職か換ってこれから分椙

慮の活動な期してゐます，何卒御指導な

御願申上げます・

　：大蓮羅頭の夢物語が實現してツァイス

の21X，47X，94Xな學校t保護者亡で
買って貰ふ事が歯並まして，同じ校内で

同じ志の友小林，酒i，白木の三遍iS共
1こ活躍し曽てるます．

　霜野夏期大學での御講演に刺戟されて

天丈の同好者が増し満洲の空に親しむ者

の多くなつ71事ば何S云ふ仕合ぜでぜう

誠に御同慶に存じます厚く御膿申上げま

す・西岡斡事の奮騨がひのあっナこ事が素

地かつくりジ島巡∈）御講演力SV、よv、よ擁巌

た與へて下さつナニのです．

　曇iに満鐵館内に女子の愚盲が出歯今度
私の學校からも一人の女子の會員が出來．

まけこ其の方々の爲に私が明土曜日の午

後四時から私の力及ぷ事ば私で其の上に

西岡先生に御願ひして通俗的に趣味的に

第一歩を築く積りです，先生の著＝書先生

方の新聞温温［：記されたものに私の多年

の空た眺め力感じ心添へて大連の女先生

方も謬加してくれます．

　私の學校の子供が夏あの講堂であの幻

燈で先生の趣味津好こる御話があってか

ら天上の友達に親しむ事は格別で夜の集
りな待蓮しく喜んで集ってくれま》ず・

　大山s申す六年生四名にに望遠鏡な扱
はぜてる浮す．

　新職員士面当す將來に多く同好者為誘

ってくれる程の熱心の方ばかりだt嬉し

く御報告申上げます・（11月12日宥川鐘
治）

Oヘルツスプルング教授の渡
米tランダ國ライy’ン大二天丈壷の副

盛長E．Hertzsprung（ヘルツスプルング）

教授1工1926年の秋から来國に渡り，2・一

ブード學院天丈憂で愛光星の研究のため
暫く滞在ずろこごにしナこ・


